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熱中症とは 
高温環境下で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバ
ランスが崩れたり、体内の調整機能が破綻するなどして、
発症する障害の総称です。 

 



平成２５年６月～９月の夏期（４か月）に 
医療機関を受診し、熱中症関連の診断を受けた症例 
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熱中症 死亡数年齢別 

平成２５年６月～９月の夏期４か月間に医療機関を受診し、熱中症関連の診断を受けた症例は、
診療報酬明細ベースで、４０７,９４８人であった。 
平成２５年の入院数は３５,５７１人（全体の８,７％）、うち死亡数は５５０人（全体の０,１３％）で６５歳
以上が４７４人（死亡の８６％）を占めた。 
症例全体では６５歳以上が１８４,８３４人（全体の４５％）で、高齢ほど発症割合が高かった。 
地域別では関東、近畿、中部などの大都市圏で絶対数が多く、人工分布の割に 
西日本が多く、平成２４年より総症例数は増加している。 



日本救急医学会熱中症分類2015（熱中症診療ガイドライン） 



付記事項 



労作性熱中症 
労作性とは労働と作業の意味。 
高温環境下でのスポーツや作業の時に発症するもの。 
健康な人が短時間で発生するため、診断は比較的治療に 
対する反応も良く、重症化することが少ない。 

非労作性熱中症 
夏の気温上昇時の屋内でよく起こる。男女差なく高齢者に多い。 
数日かかって徐々に発症。自覚症状がない事が多い。 
高齢者になるほど気温の変化を感じる感覚が鈍く、皮膚表面に 
おける放熱の働きも弱まり、発汗による体温調節機能も低下している。 
周囲の人に気付かれにくく、対応が遅れがちになり、重症例が多い。 
 
 



症状別 対応 

軽 ・めまい、立ちくらみ 
・筋肉痛、こむら返り 
・汗が止まらない 

① 涼しい室内等へ移動 
② 衣服を緩めて休む 
③ 身体を冷やす（氷、濡れタオルを使用） 
④ 水分補給（経口補水液など） 
⑤ 医療機関にて処置 
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症状別 対応 

中 ・頭痛 
・吐き気 
・倦怠感 
・判断力の低下 

① 涼しい室内等へ移動 
② 衣服を緩めて休む 
③ 身体を冷やす（氷、濡れタオルを使用） 
④ 水分補給（経口補水液など） 
⑤ 医療機関にて処置 
※ 自力で水分補給ができない場合 
  ただちに、１１９番通報!! 
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症状別 対応 

危
険 

・意識がない 
・けいれん 
・高体温 
・返事がおかしい 
・歩けない 

① ただちに119番通報!! 
★救急隊が到着するまでに 
② 涼しい場所へ移動、衣服を緩める 
③ 身体を冷やす（氷、濡れタオルを使用） 
④ 水分補給（経口補水液など） 
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水分補給 
 

塩分と水分の両者を適切に含んだもの （0.1～0.2%の食塩水）
が推奨される。現実的 には市販の経口補水液が望ましい。 

  

※常時、備え付けておくことをお勧め致します。 
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体温調節 
 

深部体温が38℃台になるまで積極的な冷却処置を行う。 
しかし、現実的に深部体温を現場で測定するのは難しい。 

（搬送） 日射のない涼しいところへ速やかに移動。 

（冷却） 大量の水を噴霧させ る、扇風機などを利用して、
できるだけ早期から冷却処置を行う。 

太い血管の箇所をアイスパックなどで冷却する。 

冷却処置を効果的に行うことが後遺症を生じないため に
も重要となる。  
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必ず、 どのような環境にいたかを伝える事！  
暑熱に対する暴露がないと  
熱中症とは診断できない。  
暑いところにいた可能性がある場合は  
必ずその情報を医療者に伝えてください！！ 

受診のポイント 



予防の徹底 

① 水分補給（こまめに水分を取りましょう） 

② 適度な塩分補給（水だけではダメです） 

  経口補水液、スポーツ飲料等が現実 

③ 休憩（運動の際は必ず休憩を入れましょう） 

④ 充分な睡眠（ぐっすり眠りましょう） 

⑤ バランスの良い食事（丈夫な体を作りましょう） 

  ※ 夏場は食事が偏りがちになりますが、 

  しっかりと食べましょう！（無理なダイエット等は危険です） 
 

学生さんに指導
してください！ 
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当法人施設のご案内 
当法人では、 

      菰野町に四日市消化器病センター（059-393-2300） 

      下海老町に四日市肝臓内科・眼科（059-325-2500） 

を構えております。熱中症の件に限らず、お問合せください。 

また、平成29年5月には北勢きらら学園様南側に菰野町の四日市
消化器病センターと下海老町の四日市肝臓内科・眼科を合併し新
病院を開院させます。 

今後とも、お互いに連携・協力させていただけますようにお願いい
たします。 

  新病院イメージ 
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